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こおける形態及び機能に関する総合的評価
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　回　的

　我々は、Ji去数年醐|こ!3たり書道ａ塵桂力同上|こ鏑か必薯か●解明するためlc、葱鮪的な物性や、基●

I･｡1･;･･より刄について麟査報告を行なうて果た。免ず１９７９年ｇ絶対値iこよる比駿●行ないそIS果をもと

'･、１９ｓｏｉｌｌ乙趨隔開き糖力との関係巷塵畳し、暴拉径当りａ筋力|ま彙顛塵と１菱がなく、Ｌ、ｌ、Ｍと

｣‘jφ別口｡にその一巻腿い出した。一IEI儡81年|こ墟、垣在ａＳ道強化‐手がＡ群、Ｂ廓、Ｃ�のＳ胴|こ分

･｡』・れている点に着目し、競漕宣威●g)轟なる３群の恵塁と羞●的体力について1t游を行な、ｔ。その鮑乗

jl････りｰ'!IIIこ３一能の相違点が1M-っか・つ1･、た。そこで今年度|ま、今までａようlご�定されたー鳶の項目

ﾐ･らJQ!｡ま帥a･!するのではなく、？、。。、・|ご●算し、崩‐や機能の鋤合力の鮪査●行な、た。１９ｓ２年

I]武辺９会で体力をいくつかのe.|。l。rヲ|こまとめ、１とめられたｅ．１．ｇ。ｒｙが馥桂皮鐘の鳥なるa

:･｡･=･･ど･･指目こ･1!な＆かを沈毅報告した。今回は、e・t●lory lCよａ分�で|まなく、形態や槽能IEついて、

.g･!g』「R ふ哨いて一律化した値をcombineし、総合的な形態や、機能が競技成績にどのように影響を

j--･･かを検i･1したところ興味ある錨巣が椿ら11たので●告する。

　研究方迪

　.z･1象農は、咄忿11年から一息S?年までの●年塵|乙金ｇ本痙道�㎜化遭手とな、た201名である。

　Z･↑象壽の一枝威纏別の人数|ま、Ａ剖が各層縫Ｓ名～８名の･8名、Ｂ●|ま各●綴IS～IS名の75名、Ｃ爵

､り;･Si､11･S.y､ヽIS名のS1名である。Ａ群とjま、強壮－手（日本又!ま一回試合での優麗看と、それ1こ皐ず愚

り凶･･J・･･flB罰1ま、皐強化一手！強化●手より鐘撞力で男るIQ・内又ij国際釣|乙●・完な選手】Ｃ辨

i、.Julllor強化一手C20疸以’ﾄﾞで●技捷鐘の優禰な避手）を槽している.

　jj.j4･J応くun姜jiの威脅は．階樋馴を用いており、前知以ﾄ･縫、価一息･F纏、71一以下級、7宕一以下嘔、

心4141･励、g5一応ト一、9S細以上紬（以ドー60一鎚、一価11縫、－71匈縫.－7S師纏、一一一碧、－9S

　･j･.･;･.4951鴎jlき･il.!すｌの？随一1こ分●きれている.

　･､珀I･|･jlII.､･III･､rZag､j、測●一定IS破目（・俵、蟻囲、●囲、塵囲、塵囲、上鵬�、朗瞳囲、手鎖團、

･.|!･!1¥、ﾄﾞ一一、足鎖国、上肢長、･F肢長）及ぴこれらの葱鮪腸定の申から差習と囲青の相対比●主とす

･:･t照を数11項目（比胸囲、比上騰囲、比大朧l、農園指数、覗騰囲指撒、下瞳�指数、範囲指倣、上屋

Iり.ぺ1･li!･Q、I･|:|腕囲／上肢差、大腿国／下肢差、’F●麗／下肢長１であａ。査た機倆測定131目（反・槽

jl心･、叡li幽り‘､胴j）左右、背筋力、●力左右、肢栖量、スチ．プヂスト、立位体・・、伏臥上体反らし．

バ.|･J･むj;li､11!広ステｰ、ピンク’．ｌａａ趨走、１５００●吏）●湘いた．とれ６の淵定仙遊ぴ榴讐を各陽皺別Sこ、

.JI」－ltjlﾂﾞりI､1.1り、仙人のTscnz.値|こ揃・した．櫓・された各個人の値を葱鮪、懇●指・、

･:.･I;･、.31り.こ-jL･てー･;t一をまめに．淑められた朧合点●、贈縫llllこ、錘技威●による３群|こ
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ごＣ群が唆る傾向が吃られた。

　－71 1Q初と、－784級の２階級は、３群

闘でＡ群が穀低値であったが他の５階級では、

数値ヒでＡ群が他の２群より優っていた。Ｂ

群が３群間で最大儒を示した階級はなかった

が－60匈級、－71匈級以外の５階級で数値上

ではＡ群についでいた。Ｃ群は、－71印綬、

－78印級で最大値を示していたが、－65印級、

-86匈級、f95印級では反対に最低値を示し

ていた。

　次に長育と囲育との相対比を主とする形態

指数の比較で、Ａ群が他の２群より優れてい

た階級は、－95匈級を腺く６階級であった。

この中でＡ群がＢ群より有意に優れていた階

級は、－60匈級、-86匈級、十95印級の３階

級で、Tscoreによる平均値の差が4.2、

5.4、5.6とＡ群が優れ、５俤の危険率で有

意であった。Ａ群とＣ群では、－86印綬でＡ

群が6.5優り、５１の危険率で有意であった。

＋95匈級のＢ群とＣ群では、Ｃ群が3､6優り

５４の有意水準で差が認められた。また－60

匈級と－65印級のＡ群とＣ群の間では、0. 1

くＰく0.2の結果が見られ、Ａ群が優れてい

る傾向が認められた。Ｂ群を平均値のみから

比較すると、Ｂ群がＣ群より優れていた階級

は、-65切磋、-71匈級、－86印級の３階級

であった。

　機能を腸べる基礎的な体力測定la項目の比

較では、Ａ群が－71峠級と－86帥級を除く５階級で最大値を示していた。Ａ群とＢ群との比較で有意の差

でＡ群が優っていた階級は、-60局吸､ｪ－65匈級、－78籾級の３階級でそれぞれ、5.7、8.9、5.6の差

があり、－60㎏級はＰく0.01、－65匈級はＰく0.001、－78匈級はＰく0.05であった。十95卯級で

は、0.1くＰく0.2でＡ群が侵る傾向が見られた。Ａ群とＣ群では、－65匈級が6.1（Pく０､０１）十95

師吸では4.3（Pく０､０５）と２階級ともＡ群が優れていた。また－95匈級での差も3.0あり、0.1く

Ｐくo､2でＡ群が優る傾向が認められた。Ｂ群とＣ群では、-60匈級でＣ群がＢ群より平均値で4､6漫り、

０１くＰく0.2で優れている傾向が認められた。この機能を調べる13項目のTscore値の比較では、重

い階級の－95り級、＋95匈級以外の５階級において数値上でＢ群が最低値を弔していた。

　一級9「」に分類せず、形態、形態指数、機能の３つの要素にまとめ、Ａ群、Ｂ群、Ｃ畔の３階級で比較を

したものが閃１である。形態では、Ａ群、Ｃ群、Ｂ鮮の順であり、Ａ群とＢ群との間に3.5の差が見られ。
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5.･IS･SMJ､･p.1で右'鳶の｡いj･･.i､‘!訥らjlだ、|幽ａ２謂－では、有里の路は腿ら劇なj]ヽ、た。窮讐桐蝕も|･;]|こ｣|li』

･r、A・とｌ・とのjR=一一1..jでa.1●の散瞳sS:で有.a･びl瞭が屁められＡ群が優一､ていた。Ａ群とＢ磨で1ま

2.7A臨か謔勿、14αII'､1･il･ｌで有意であ-1だ。噛能|ごおいてｉ他と祠じ|回で、Ａ群が最も優れて1･た、

All＆B剖でlj4.2のa･:･が1､11らtl.0.1●の危瞳嘔であむ．Ａ蘇とＣ胴でlj2､1の凛があり、５４の散瞳

串で、ともlごＡ胴ll慶れていた。Ｉ剖とＣ群では、Ｃ・か早均瞳で1.S値ｂ５４の散踏車で有意の一が・

めら11だ。こa・1ご、３つの●素と色鐘技虞繍で優秀なAS勒ゝ聘酋面で１圈燧1乙ijいて●３膀申最も優、

てい?こ、

　以.上ａ紬禦から．今

.･･･の､il沓でJj総合的な

偉力において、鍵い贈

ほど11･順・』ご●技威

鎚で暗るＡ飾が遡�や

随能でも瞳る咄向が1邑

らillf､:．なぜ柵い陥．

と恥い･胴樋でＡ剖が催

眠I･II司のｌｌ１こlj差

ゐ;1iられないかを●茜

するのは�かしい.

－96一一＆ぴ＋●匈鑓

の檜|ご●い屠樋|ごなる

と、慾・酬1rよ恚休・

制脹|まある･laの樹い

贈碧ｌ贈樋制1こよる強

い嚇●を受ljないg】で

はあるまいか．例えぱ、

＋951111ま体重制馥が

ないため、からだの脂

舶を胞勿・らなくても、

それを有利IE利用でＳ
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るためである。即ち、ｌさが自己1cとっては負荷となる嘔があるが、対戦相手に対しては馬力に相当する

powerとなって勣くため、強力な武器に成り得る場合が多い。中、軽量級では、体重制限の影響が強く

環われるため、自分の体脂肪量を軽減し、活性租織を増大させる必妾がでてくる。そのため一流選手での

恥態や機能の差が略られないのであろう。重い階級では、自分のからだをギリギリまで咬る必要がないの

で、形態的な明大は体脂彷による囲育の増大であろう。機能での増大は、筋力及び、からだ全体から宛庫

されるp｡w4の影響等により総合的な機能で優れたものと推察される。また－95匈級では、自分では現

任貝h.の体今に哨大させたいのだが、形態発育上限界にきており増量できない選手や、体重増大による

凹ｗｅｒ叩が中95匈級に入ってはあまり期待できない選手がいるため、Ａ群がＣ群より形態や機能で優

る傾向がＱられたものの、十95匈級程明確な差とはならないのであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－11－



　　;ＭＱ’ａゑ－6s加植で蔀撞とー館|こ重い曙●と喧.4謁D･一向が凰６ｎｔこと|ま、巷がＳ叱|盧

．Ｉ･１･遍ｉ哨が厚く、懇●酌|とも槽匍幽で●かａｌ盛れた道季がＡ僻|こ●･･fy ●れているt

　’|･1らの一手li、我４が既|こ轍告したよう|こ、迦育より、鹿育の壇大が一髪であり、その�

･・、こ.!名増大で11なく、活性組織であal哨の端汰の必優性がある．従ヽて迦錐ｓ増大|ま囲

．こものであろう．4宦奮での増大は、他の麹椴のようSこ、叢力Ｓ増大か麟技威績を大きく左右

ｔろ･.･､nて.･がい､、持久力、鵬発力等●きλだ鐘会読廃館で値昌必甕性●ポ嘸している邑ぬと考えられる．

こ･.7･ぢり.･り'r･､ltl･の･jlが今回馴●|と理われている．我身の一畳でも、形態や朧酋●いくつかの1●t・l●iy

か･T、りi･:･り.･に‥叱鎧撞性lj、軽い摺綾でＡ蘇が他の２擲より盛ヽていた．吏1こ、楠久力で|ま、軽い曙隷の

｡･いr･AIM.:!･!!;J'･どちらかの陽一より睡る錐向が矩られた。これらの●●も考え合わ昔ると、糎い龍植でA

.rり､9.げにr喫＆』1;l叫もあるr宙宣解明Ｓれると姚う。

　ylにI ･､･11?､こＳいて、I.べっかの階級で劈態や槽艶でＣ僻が値、ていたが、この原因|ま次のことが考・

j.｡。:　ll ;:Γ1C肺よ、対象者として明値IC分類されているが、これは年齢i乙よる分業で、巣技滴綾でB

jl=･(:｡≒･|｡:I;:こ一一Q乙わけではなlヽ。舗1ちＣ群|ま、－畿laﾄﾞでの垂･揃な遭孚僻であり、Ｂ剖とぬ半吻年齢差が

･､.S..liｊろ、こ･n.らの●手の申IEli、－峨を越えるとｌ齢|ご人６ずＡＳＩこすぐ入る避手も含１れている。

こJ'･j=l::yl.･｡･ﾘ一一､SI､･く襲核力で耀秀な漏手が数多くＳしているため、Ｃ齢がＢ耕より垂れていたものと痢え

ら

､:.lt梢包で一回1･絹ａＡ群が他の２膀より値れていｔのは、この随一のＡ剖が撫育より囲育の増大が嵯

を｡･:1-･峰ろ"スングり"の一手がいたためであろう。これは、抱●や榴能|乙差が拠られなか、た●から。

ぞｰ.j･5一一･一がー『であろう。－78籾縫のＡ群の廸能がＢ群より優れていた原因は明白でi虚ない。

　｡－､j;･を|;M･り聊いた３一を比峻すると、Ａ群が優れていた●から、蛮逼でめ癩技力の盛れている選手は組

4!nなa!91こおtlても憧れていろ迦手がーいといえよ１．息●の向上も、畿青より圓胃の増大が�蜃であ

り、萌緩に応Iじた脂肪量の増鐘の必疸性を示唆していた。皿ｉでは、・遍の動作が非常|こ複纏であり、

殖々の哨liだ･けの向上で|ま憧技成績の向上1こ|ま結び忖かないlj鮨畦ls推察自れた。

　薯　約

　μ｡がil如･･･|.iiS柔道強化綱手201名●割羞Sこ、鎧技成績llj、●纏別|こ、細胞薦－値、湘●個数の値、体力

●F･6riiをＴ．ｅ。ｒｌ一に換算し、総合納な比較を行な、た紡巣は次の通りである。

　１］　珊9il1の比峻で、-60紬植、一缶細纏、÷95一一のＡ群が他のどちらぬ峻3糾より撞る畑向が鮒めら

　　椚､だ、１ｒｌ俐欄な路ではない●の11、7階級申５階駿でＡ剖の値が大畠か、t.｡

　21 1M雙指数の比較では、Ｓ鼎纏でＡ群が他の２赫より数値上で値９ていた。しかし、－gS匍鐘で4jC

　　11!がjl･たり|自をぷしていfZ.

　:n喘哺のま較でlj、l贈唾でＡ群が●り、そのうらＳ龍鍛までＡ群が他ａどちらかより僥･童1こ悛るか、

　　｡･奢ろような仙li】が一められた。特に●1・飯での差が刳●|こあらわれていた。

　41￥栽一泰･まとめｔ三一の比峻で|ま、息闇値、尨態徊数値、欄皿宦値ともＡ僻が錘ｉ愉り、ついで

　　ＣＭ、Ｈ壽の喘であ-3た。従ヽて縮合的な体力|こおいて、鐘技威●で・るＡ群11捷れていることがわ

　　かっrこ｡8111の総合的体力の盛Ｆも明礒|こな･｡た。
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